
  

 

 

 

2.4 個別の対象路線の役割と課題 

 
 

▨ 2.4 では、「2.1 十勝地域について」と「2.2 十勝地域の公共交通の現状について」に示された内

容を踏まえて、本計画の対象路線に関して、個別に役割と課題を整理します。 

 

2.4.1 エリア区分と対象路線 

▨ 当地域は、南北・東西に広大な面積を有しており、生活圏域が 5 つに大別されます。 

▨ 役割と課題の整理に当たっては、当協議会では、十勝総合振興局管内を５つの地域に分け、

各地域毎に分科会を設置し、各分科会毎に、地域の実情を踏まえた検討を行っています。 

 

区分 構成市町村・団体 対象路線 

第
１
分
科
会 

帯広市、音更町、士幌町、上士

幌町、十勝バス株式会社、北海

道拓殖バス株式会社、十勝総

合振興局 

5.上士幌線（十勝バス）  6.十勝川温泉線（十勝バス） 

7.音更線（十勝バス）   12.上士幌線（北海道拓殖バス） 

13.音上線（北海道拓殖バス） ※ぬかびら線（十勝バス） 

第
２
分
科
会 

帯広市、音更町、鹿追町、新得

町、清水町、北海道拓殖バス株

式会社、十勝総合振興局 

8.緑駒線（北海道拓殖バス） 9.然別湖線（北海道拓殖バス） 

10.鹿追線（北海道拓殖バス）11.新帯線（北海道拓殖バス） 

14.雄飛が丘団地線（北海道拓殖バス）  

15.中鈴蘭循環線（北海道拓殖バス） 

18.JR 石勝線・根室本線 19.JR 根室本線 

第
３
分
科
会 

帯広市、中札内村、更別村、幕

別町、大樹町、広尾町、十勝バ

ス株式会社、十勝総合振興局 

4.広尾線（十勝バス） 

第
４
分
科
会 

帯広市、幕別町、池田町、豊頃

町、本別町、足寄町、陸別町、

浦幌町、十勝バス株式会社、十

勝総合振興局 

2.帯広陸別線（十勝バス） 3.南商あかしや線（十勝バス） 

17.幕別線（十勝バス） 18.JR 石勝線・根室本線 

第
５
分
科
会 

帯広市、芽室町、十勝バス株式

会社、清水町※オブザーバー 

十勝総合振興局 

1.芽室線（十勝バス） 18.JR 石勝線・根室本線 

※清水帯広線（十勝バス） 

そ
の
他 

北見市、訓子府町、置戸町、陸

別町、北海道北見バス株式会

社、オホーツク総合振興局 

16.陸別線（北海道北見バス） 

※ぬかびら線と清水帯広線は、地域間幹線系統及び、広域生活交通路線に該当しないため、本計画の対象路線ではあり

ませんが、一体的な検討が望ましいと考えられることから、分科会の検討対象路線に位置づけています。 

 

 

 

2.4 個別の対象路線の役割と課題 

 
 

▨ 2.4 では、「2.1 十勝地域について」と「2.2 十勝地域の公共交通の現状について」に示された内

容を踏まえて、本計画の対象路線に関して、個別に役割と課題を整理します。 

 

2.4.1 エリア区分と対象路線 

▨ 当地域は、南北・東西に広大な面積を有しており、生活圏域が 5 つに大別されます。 

▨ 役割と課題の整理に当たっては、当協議会では、十勝総合振興局管内を５つの地域に分け、

各地域毎に分科会を設置し、各分科会毎に、地域の実情を踏まえた検討を行っています。 

 

区分 構成市町村・団体 対象路線 

第
１
分
科
会 

帯広市、音更町、士幌町、上士

幌町、十勝バス株式会社、北海

道拓殖バス株式会社、十勝総

合振興局 

5.上士幌線（十勝バス）  6.十勝川温泉線（十勝バス） 

7.音更線（十勝バス）  8.緑駒線（北海道拓殖バス）  

12.上士幌線（北海道拓殖バス）13.音上線（北海道拓殖バス） 

※ぬかびら線（十勝バス） 

第
２
分
科
会 

帯広市、音更町、鹿追町、新得

町、清水町、北海道拓殖バス株

式会社、十勝総合振興局 

10.鹿追線（北海道拓殖バス） 

14.雄飛が丘団地線（北海道拓殖バス）  

15.中鈴蘭循環線（北海道拓殖バス） 

18.JR 石勝線・根室本線 19.JR 根室本線 

20.新鹿線（北海道拓殖バス）21.然別湖線（北海道拓殖バス） 

第
３
分
科
会 

帯広市、中札内村、更別村、幕

別町、大樹町、広尾町、十勝バ

ス株式会社、十勝総合振興局 

4.広尾線（十勝バス） 

第
４
分
科
会 

帯広市、幕別町、池田町、豊頃

町、本別町、足寄町、陸別町、

浦幌町、十勝バス株式会社、十

勝総合振興局 

2.帯広陸別線（十勝バス） 3.南商あかしや線（十勝バス） 

17.幕別線（十勝バス） 18.JR 石勝線・根室本線 

第
５
分
科
会 

帯広市、芽室町、十勝バス株式

会社、清水町※オブザーバー 

十勝総合振興局 

1.芽室線（十勝バス） 18.JR 石勝線・根室本線 

※清水帯広線（十勝バス） 

そ
の
他 

北見市、訓子府町、置戸町、陸

別町、北海道北見バス株式会

社、オホーツク総合振興局 

16.陸別線（北海道北見バス） 

※ぬかびら線と清水帯広線は、地域間幹線系統、広域生活交通路線及び地域内フィーダー系統に該当しないため、本計
画の対象路線ではありませんが、一体的な検討が望ましいと考えられることから、分科会の検討対象路線に位置づけてい
ます。 

※令和 7（2025）年 10 月再編後の路線で記載 
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現 行 改正案 



 

 

■エリア区分と対象路線 

※中心部は路線が多数重複していることから短距離の路線などは抽出図を使用して整理しています。 

■エリア区分と対象路線 

※中心部は路線が多数重複していることから短距離の路線などは抽出図を使用して整理しています。 

78 

中心部抽出図

11新帯線

19JR根室本線

18JR石勝線・ 根室本線

10鹿追線

09然別湖線

13音上線

12上士幌線
（ 北海道拓殖バス）

05上士幌線
（ 十勝バス）

17幕別線

02帯広陸別線

16陸別線

04広尾線

08緑駒線

07音更線

15中鈴蘭循環線

14雄飛が丘団地線

06十勝川温泉線

03南商あかしや線

01芽室線

78 

現 行 改正案 



  

 

 

2.4.2 第１分科会の対象路線 
 

(1)第１分科会の対象路線の系統図 

▨ 以下に、第 1 分科会の対象路線の系統図を示します。 

 
 

 

図：第１分科会の公共交通ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

2.4.2 第１分科会の対象路線 
 

(1)第１分科会の対象路線の系統図 

▨ 以下に、第 1 分科会の対象路線の系統図を示します。 

 

図：第１分科会の公共交通ネットワーク 
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現 行 改正案 



 

 

■7.音更線（十勝バス株式会社） 

平均乗車密度 5.2 人 

運 行 回 数 17.0 回 

経 常 損 益 △37,425 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統（2023（令和 5）年より新たに対象となる） 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町の住宅エリア］を結ぶ路線です。 

■主に、帯広市内での移動に利用されています。特に、帯広市新緑通り沿線での利用が多い他、

音更町内での移動や帯広市と音更町間の往来にも利用されています。 

■主な利用者は、帯広市新緑通り沿いの住民や音更町桜が丘の住民となっており、沿線の商業

施設や帯広駅周辺への移動手段を担っています。 

課 題 

■経常赤字、沿線 2 市町による赤字補助（※令和 5 バス事業年度より新規補助対象） 

 →サービスの効率化、利用促進 

■隣接する住宅エリアへ運行する類似系統の運行 

 →類似系統と連携したサービス提供による利便性向上 

 

■12.上士幌線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 4.2 人 

運 行 回 数 4.9 回 

経 常 損 益 △29,219 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町ー士幌町ー上士幌町］を結ぶ路線です。 

■主に、沿線 3 町と帯広市間の往来に利用されています。また、音更町と上士幌町間の往来にも

利用されています。 

■主な利用者は、学生・買物客・通院者となっており、帯広駅周辺や音更木野大通り、路線沿線

の高校等への移動手段を担っています。中でも、学生の登下校を支える重要な路線という位置

づけにあります。 

課 題 

■経常赤字、沿線 4 市町による赤字補助 

 →サービスの効率化、利用促進 

■登下校時の増便発生、重複系統が多数 

 →重複路線と連携したサービス提供による利便性向上 

■沿線 3 町間での利用や町内完結利用が少ない 

 →生活圏交通等との接続強化・相互送客 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■7.音更線（十勝バス株式会社） 

平均乗車密度 5.2 人 

運 行 回 数 17.0 回 

経 常 損 益 △37,425 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統（2023（令和 5）年より新たに対象となる） 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町の住宅エリア］を結ぶ路線です。 

■主に、帯広市内での移動に利用されています。特に、帯広市新緑通り沿線での利用が多い他、

音更町内での移動や帯広市と音更町間の往来にも利用されています。 

■主な利用者は、帯広市新緑通り沿いの住民や音更町桜が丘の住民となっており、沿線の商業

施設や帯広駅周辺への移動手段を担っています。 

課 題 

■経常赤字、沿線 2 市町による赤字補助（※令和 5 バス事業年度より新規補助対象） 

 →サービスの効率化、利用促進 

■隣接する住宅エリアへ運行する類似系統の運行 

 →類似系統と連携したサービス提供による利便性向上 

 

■8.緑駒線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 3.4 人 

運 行 回 数 4.0 回 

経 常 損 益 △5,600 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町（サンドーム）ー音更町（雄飛が丘団地）ー音更町（音更高

校・駒場）］を結ぶ路線です。 

■主に、帯広市と音更町との往来、音更町内での移動に利用されています。 

■学生の登下校を支える役割を担う路線です。 

課 題 

■経常赤字、沿線 2 市町による赤字補助 

 →サービスの最適化、利用促進 

■重複路線の多い系統 

 →重複する他の系統と連携したサービス提供 
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現 行 改正案 



  

 

 

■13.音上線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 4.5 人 

運 行 回 数 3.4 回 

経 常 損 益 △19,316 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町ー（音更高校・駒場）ー士幌町ー上士幌町］を結ぶ路線で

す。 

■主に、沿線 3 町と帯広市間の往来に利用されています。また、音更町と上士幌町間の往来にも

利用されています。 

■主な利用者は、学生・買物客・通院者となっており、帯広駅周辺や音更木野大通り、路線沿線

の高校等への移動手段を担っています。中でも、学生の登下校を支える重要な路線という位置

づけにあります。 

課 題 

■経常赤字、沿線 4 市町による赤字補助 

 →サービスの効率化、利用促進 

■登下校時の増便発生、重複系統が多数 

 →重複路線と連携したサービス提供による利便性向上 

■沿線 3 町間での利用や町内完結利用が少ない 

 →生活圏交通等との接続強化・相互送客 

 

■ぬかびら線（十勝バス株式会社） 

役 割 

■当路線は、［上士幌町－糠平（上士幌町）］を結ぶ路線です。 

■大部分の区間が第 1 分科会における他の検討対象路線と並行していますが、運行回数は４回

であり、市町村単独補助路線となっています。 

■上記の理由から、他の検討対象路線の見直し等を検討する場合には、当路線も含めたダイヤ調

整等の一体的な検討を行うことが望ましいため、第 1 分科会における検討対象路線に位置付け

ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■12.上士幌線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 4.2 人 

運 行 回 数 4.9 回 

経 常 損 益 △29,219 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町ー士幌町ー上士幌町］を結ぶ路線です。 

■主に、沿線 3 町と帯広市間の往来に利用されています。また、音更町と上士幌町間の往来にも

利用されています。 

■主な利用者は、学生・買物客・通院者となっており、帯広駅周辺や音更木野大通り、路線沿線

の高校等への移動手段を担っています。中でも、学生の登下校を支える重要な路線という位置

づけにあります。 

課 題 

■経常赤字、沿線 4 市町による赤字補助 

 →サービスの効率化、利用促進 

■登下校時の増便発生、重複系統が多数 

 →重複路線と連携したサービス提供による利便性向上 

■沿線 3 町間での利用や町内完結利用が少ない 

 →生活圏交通等との接続強化・相互送客 
 

■13.音上線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 4.5 人 

運 行 回 数 3.4 回 

経 常 損 益 △19,316 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町ー（音更高校・駒場）ー士幌町ー上士幌町］を結ぶ路線で

す。 

■主に、沿線 3 町と帯広市間の往来に利用されています。また、音更町と上士幌町間の往来にも

利用されています。 

■主な利用者は、学生・買物客・通院者となっており、帯広駅周辺や音更木野大通り、路線沿線

の高校等への移動手段を担っています。中でも、学生の登下校を支える重要な路線という位置

づけにあります。 

課 題 

■経常赤字、沿線 4 市町による赤字補助 

 →サービスの効率化、利用促進 

■登下校時の増便発生、重複系統が多数 

 →重複路線と連携したサービス提供による利便性向上 

■沿線 3 町間での利用や町内完結利用が少ない 

 →生活圏交通等との接続強化・相互送客 
 

■ぬかびら線（十勝バス株式会社） 

役 割 

■当路線は、［上士幌町－糠平（上士幌町）］を結ぶ路線です。 

■大部分の区間が第 1 分科会における他の検討対象路線と並行していますが、運行回数は４回

であり、市町村単独補助路線となっています。 

■上記の理由から、他の検討対象路線の見直し等を検討する場合には、当路線も含めたダイヤ調

整等の一体的な検討を行うことが望ましいため、第 1 分科会における検討対象路線に位置付け

ています。 
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現 行 改正案 
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2.4.3 第２分科会の対象路線 

  

 (1)第２分科会の対象路線系統図 

▨ 以下に、第 2 分科会の対象路線の系統図を示します。 

 
 

 

図：第 2 分科会の公共交通ネットワーク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2.4.3 第２分科会の対象路線 

 

 (1)第２分科会の対象路線系統図 

▨ 以下に、第 2 分科会の対象路線の系統図を示します。 

 
 

 

図：第 2 分科会の公共交通ネットワーク 
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現 行 改正案 



  

 
84 

 

 (2)対象路線の役割と課題 

▨ 以下に、第 2 分科会の対象路線の役割と課題を示します。 

 

■8.緑駒線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 3.4 人 

運 行 回 数 4.0 回 

経 常 損 益 △5,600 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町（サンドーム）ー音更町（雄飛が丘団地）ー音更町（音更高

校・駒場）］を結ぶ路線です。 

■主に、帯広市と音更町との往来、音更町内での移動に利用されています。 

■学生の登下校を支える役割を担う路線です。 

課 題 

■経常赤字、沿線 2 市町による赤字補助 

 →サービスの最適化、利用促進 

■重複路線の多い系統 

 →重複する他の系統と連携したサービス提供 

 

■9.然別湖線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 2.8 人 

運 行 回 数 3.8 回 

経 常 損 益 △43,234 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町ー鹿追町ー然別湖］を結ぶ路線です。 

■主に、音更町・鹿追町と帯広市との往来に利用されています。 

■冬期には然別湖目的の観光客の利用も多く、観光を支える路線となっています。 

課 題 

■経常赤字、みなしカット対象、沿線 3 市町による赤字補助 

 →サービスの最適化、利用促進 

■利用に波のある観光ニーズ 

 →ダイヤやサービスの見直しによる利便性向上 

 

■10.鹿追線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 3.4 人 

運 行 回 数 3.5 回 

経 常 損 益 △15,682 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町ー鹿追町］を結ぶ路線です。 

■主に、沿線２町（音更町、鹿追町）と帯広市間の往来に利用されています。また、音更町と鹿

追町間の往来にも利用されています。 

■利用者は特に学生が多く、登下校を支える役割を担う路線です。 

課 題 
■経常赤字、みなしカット対象、沿線 3 市町による赤字補助 

 →サービスの効率化、利用促進 

 

(2)対象路線の役割と課題 

▨ 以下に、第 2 分科会の対象路線の役割と課題を示します。 

 

■10.鹿追線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 3.6 人 

運 行 回 数 3.5 回 

経 常 損 益 △49,066 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町ー鹿追町］を結ぶ路線です。 

■主に、沿線２町（音更町、鹿追町）と帯広市間の往来に利用されています。また、音更町と鹿

追町間の往来にも利用されています。 

■利用者は特に学生が多く、登下校を支える役割を担う路線です。 

課 題 
■経常赤字、みなしカット対象、旧鹿追線・旧新帯線沿線５市町による赤字補助 

 →サービスの効率化、利用促進 

 

■14.雄飛が丘団地線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 1.8 人 

運 行 回 数 15.6 回 

経 常 損 益 △27,458 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町（木野・緑陽台団地）ー音更町（サンドーム以南）ー音更町

（雄飛が丘団地）］を結ぶ路線です。 

■主に、帯広市と音更町（サンドーム以南）との往来に利用されています。 

■主な利用者は音更町雄飛が丘団地の住民です。 

課 題 

■経常赤字、みなしカット対象、沿線 2 市町による赤字補助 

 →サービスの最適化、利用促進 

■隣接する住宅エリアへ運行する類似系統の運行 

 →類似系統と連携したサービス提供による最適化と利便性向上 

 

■15.中鈴蘭循環線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 2.6 人 

運 行 回 数 9.9 回 

経 常 損 益 △10,797 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町（鈴蘭・清和）］を結ぶ路線です。 

■主に、帯広駅（十勝大橋方面）と鈴蘭・清和との往来に利用されています。 

■主な利用者は、音更町（鈴蘭・清和）の住民で生活を支える路線となっています。 

課 題 

■経常赤字、みなしカット対象、沿線 2 市町による赤字補助 

 →サービスの最適化、利用促進 

■ダイヤの複雑さ 

 →利用者へのわかりやすい情報提供 
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■11.新帯線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 3.0 人 

運 行 回 数 3.5 回 

経 常 損 益 △27,768 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町ー鹿追町ー清水町ー新得町］を結ぶ路線です。 

■主に、音更町・鹿追町・新得町と帯広市との往来に利用されています。 

■新得町民の音更町木野への買物や、JR 新得駅から然別湖方面への移動にも利用されており、

生活と観光の両面を支える路線となっています。 

課 題 
■経常赤字、みなしカット対象、沿線 5 市町による赤字補助 

 →サービスの効率化、利用促進 

 

■14.雄飛が丘団地線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 1.8 人 

運 行 回 数 15.6 回 

経 常 損 益 △27,458 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町（木野・緑陽台団地）ー音更町（サンドーム以南）ー音更町

（雄飛が丘団地）］を結ぶ路線です。 

■主に、帯広市と音更町（サンドーム以南）との往来に利用されています。 

■主な利用者は音更町雄飛が丘団地の住民です。 

課 題 

■経常赤字、みなしカット対象、沿線 2 市町による赤字補助 

 →サービスの最適化、利用促進 

■隣接する住宅エリアへ運行する類似系統の運行 

 →類似系統と連携したサービス提供による最適化と利便性向上 

 

■15.中鈴蘭循環線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 2.6 人 

運 行 回 数 9.9 回 

経 常 損 益 △10,797 千円/年 

路 線 区 分 地域間幹線系統 

役 割 

■当路線は、［帯広市ー音更町（鈴蘭・清和）］を結ぶ路線です。 

■主に、帯広駅（十勝大橋方面）と鈴蘭・清和との往来に利用されています。 

■主な利用者は、音更町（鈴蘭・清和）の住民で生活を支える路線となっています。 

課 題 

■経常赤字、みなしカット対象、沿線 2 市町による赤字補助 

 →サービスの最適化、利用促進 

■ダイヤの複雑さ 

 →利用者へのわかりやすい情報提供 

 
 
 
 

 

■20.新鹿線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 1.3 人 

運 行 回 数 3.5 回 

経 常 損 益 △14,907 千円/年 

路 線 区 分 広域生活交通路線 

役 割 

■当路線は、［鹿追町ー清水町ー新得町］を結ぶ路線です。 

■主に、鹿追町・新得町との往来に利用されています。 

■新得町民の音更町木野への買物や、JR 新得駅から然別湖方面への移動にも利用されており、

生活と観光の両面を支える路線となっています。 

課 題 
■経常赤字、旧新帯線沿線 5 市町による赤字補助 

 →サービスの効率化、利用促進 

 

■21.然別湖線（北海道拓殖バス株式会社） 

平均乗車密度 0.9 人 

運 行 回 数 3.8 回 

経 常 損 益 △22,712 千円/年 

路 線 区 分 地域内フィーダー系統 

役 割 

■当路線は、［鹿追町ー然別湖］を結ぶ路線です。 

■主に、鹿追町と然別湖との往来に利用されています。 

■冬期には然別湖目的の観光客の利用も多く、観光を支える路線となっています。 

課 題 

■経常赤字、旧然別湖線沿線 3 市町による赤字補助 

 →サービスの最適化、利用促進 

■利用に波のある観光ニーズ 

 →ダイヤやサービスの見直しによる利便性向上 

 
※令和 7（2025）年 10 月再編後の路線で記載（令和３（2021）実績に基づく推計値） 
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(3)当地域における交通ネットワークの考え方 

 

▨ 計画の目標の達成に向けて、当地域において広域の交通ネットワークを担うバス路線や鉄道に

ついて、以下のとおり維持・確保の方針を示します。 

 

（※別表）路線の対応方針 

路線 

区分 
路線名 

平均乗車密度 輸送量 

（人） 
対応方針 

H31 R3 

地域間 

幹線系統 

01 芽室線 5.6 3.7 23.3 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

02 帯広陸別線 4.3 3.1 25.7 

地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

03 南商あかしや線 6.4 4.6 43.2 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

04 広尾線 4.0 3.7 46.6 

地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、運行
便数の見直しを実施するなど最適化を図りながら、持続可能な移動手段を確保
するとともに利用促進を図っていく 

05 
上士幌線 

（十勝バス） 
5.8 4.0 29.2 

地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

06 十勝川温泉線 3.2 2.3 17.9 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

07 音更線 5.5 5.2 119.6 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

08 緑駒線 4.2 3.4 13.6 

地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

09 然別湖線 4.3 2.8 10.6 

地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

10 鹿追線 5.1 3.4 11.9 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

11 新帯線 5.0 3.0 10.5 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

12 
上士幌線 

（北海道拓殖バス） 
5.0 4.2 20.5 

地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

13 音上線 5.0 4.5 15.3 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

14 雄飛が丘団地線 3.5 1.8 28.0 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

15 中鈴蘭循環線 3.7 2.6 25.7 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

16 
陸別線 

（北海道北見バス） 
4.0 3.0 19.8 

地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

広域生活 

交通路線 
17 幕別線 5.3 3.4 10.2 

交通事業者への支援を継続するほか、住民等の移動実態やニーズを踏まえた公
共交通サービスを検討しながら、現在の交通体系を確保していく 

鉄道 
18 JR 石勝線・根室本線 ー ー ー 事業計画（アクションプラン）に基づき地域と事業者が連携した利用促進を図る 

19 JR 根室本線 ー ー ー 事業計画（アクションプラン）に基づき地域と事業者が連携した利用促進を図る 

※16 陸別線の維持・確保の方針及び施策等については、北海道オホーツク地域等公共交通計画で検討される路線です。 

 

(3)当地域における交通ネットワークの考え方 

 

▨ 計画の目標の達成に向けて、当地域において広域の交通ネットワークを担うバス路線や鉄道に

ついて、以下のとおり維持・確保の方針を示します。 

 

（※別表）路線の対応方針 

路線 

区分 
路線名 

平均乗車密度 輸送量 

（人） 
対応方針 

H31 R3 

地域間 

幹線系統 

01 芽室線 5.6 3.7 23.3 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

02 帯広陸別線 4.3 3.1 25.7 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

03 南商あかしや線 6.4 4.6 43.2 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

04 広尾線 4.0 3.7 46.6 

地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、運行
便数の見直しを実施するなど最適化を図りながら、持続可能な移動手段を確保
するとともに利用促進を図っていく 

05 
上士幌線 

（十勝バス） 
5.8 4.0 29.2 

地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

06 十勝川温泉線 3.2 2.3 17.9 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

07 音更線 5.5 5.2 119.6 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

08 緑駒線 4.2 3.4 13.6 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

10 鹿追線 5.1 3.6 32.7 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

12 
上士幌線 

（北海道拓殖バス） 
5.0 4.2 20.5 

地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

13 音上線 5.0 4.5 15.3 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

14 雄飛が丘団地線 3.5 1.8 28.0 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

15 中鈴蘭循環線 3.7 2.6 25.7 
地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進に取り組むほか、利用実態やニー
ズを踏まえ、最適化を図っていく 

16 
陸別線 

（北海道北見バス） 
4.0 3.0 19.8 

地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）を活用し、持続
可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

広域生活 

交通路線 

17 幕別線 5.3 3.4 10.2 
交通事業者への支援を継続するほか、住民等の移動実態やニーズを踏まえた公
共交通サービスを検討しながら、現在の交通体系を確保していく 

20 新鹿線 － 1.3 4.0 
交通事業者への支援を継続するほか、住民等の移動実態やニーズを踏まえた公
共交通サービスを検討しながら、現在の交通体系を確保していく 

地域内フ
ィーダー系
統 

21 然別湖線 － 0.9 3.4 
地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系統補助）を活用し、持
続可能な移動手段を確保するとともに利用促進を図っていく 

鉄道 
18 JR 石勝線・根室本線 ー ー ー 事業計画（アクションプラン）に基づき地域と事業者が連携した利用促進を図る 

19 JR 根室本線 ー ー ー 事業計画（アクションプラン）に基づき地域と事業者が連携した利用促進を図る 

※16 陸別線の維持・確保の方針及び施策等については、北海道オホーツク地域等公共交通計画で検討される路線です。 

※令和 7（2025）年 10 月再編後の路線で記載（令和 3（2021）実績に基づく推計値）  

現 行 改正案 



 

 

 

※中心部は路線が多数重複していることから短距離の路線などは抽出図を使用して整理しています。 

      図：十勝地域における交通ネットワークの考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

図：十勝地域における交通ネットワークの考え方  

系統 維持・確保方針

03
05
10
11
12
13
16

地域公共交通確保維
持改善事業（地域間
幹線系統補助）を活
用し、持続可能な移動
手段を確保するとともに
利用促進を図っていく

01
02
06
07
08
09
14
15

地域公共交通確保維
持改善事業（地域間
幹線系統補助）を活
用し、持続可能な移動
手段を確保するとともに
利用促進に取り組むほ
か、利用実態やニーズを
踏まえ、最適化を図って
いく

04

地域公共交通確保維
持改善事業（地域間
幹線系統補助）を活
用し、運行便数の見直
しを実施するなど最適化
を図りながら、持続可能
な移動手段を確保する
とともに利用促進を図っ
ていく

17

交通事業者への支援を
継続するほか、住民等
の移動実態やニーズを
踏まえた公共交通サー
ビスを検討しながら、現
在の交通体系を維持し
ていく

18
19

事業計画（アクションプ
ラン）に基づき地域と事
業者が連携した利用促
進を図る

中心部抽出図

11新帯線

19JR根室本線

18JR石勝線・根室本線

10鹿追線

09然別湖線

13音上線

12上士幌線
（北海道拓殖バス）

05上士幌線
（十勝バス）

17幕別線

02帯広陸別線

16陸別線

04広尾線

08緑駒線

07音更線

15中鈴蘭循環線

14雄飛が丘団地線

06十勝川温泉線

03南商あかしや線

01芽室線

系統 維持・確保方針 

05 
10 
12 
13 
16 

地域公共交通確保維持改

善事業（地域間幹線系統

補助）を活用し、持続可能

な移動手段を確保するととも

に利用促進を図っていく 

01 
02 
03 
06 
07 
08 
14 
15 

地域公共交通確保維持改

善事業（地域間幹線系統

補助）を活用し、持続可能

な移動手段を確保するととも

に利用促進に取り組むほか、

利用実態やニーズを踏まえ、

最適化を図っていく 

04 

地域公共交通確保維持改

善事業（地域間幹線系統

補助）を活用し、運行便数の

見直しを実施するなど最適化

を図りながら、持続可能な移

動手段を確保するとともに利

用促進を図っていく 

17 
20 

交通事業者への支援を継続

するほか、住民等の移動実態

やニーズを踏まえた公共交通

サービスを検討しながら、現在

の交通体系を確保していく 

21 

地域公共交通確保維持改

善事業（地域内フィ-ダー系

統補助）を活用し、持続可

能な移動手段を確保するとと

もに利用促進を図っていく 

18 
19 

事業計画（アクションプラン）

に基づき地域と事業者が連携

した利用促進を図る 
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確保 

※中心部は路線が多数重複していることから短距離の路線などは 

抽出図を使用して整理しています。 



  

 

 

3.2.3 施設の検討・推進体制 

▨ 当協議会では、十勝総合振興局管内を５つの地域に分け、各地域毎に分科会を設置し、各

分科会毎に、対象路線に係る施策の検討・推進を行っていきます。 

 

区分 構成市町村・団体 対象路線 

第
１
分
科
会 

帯広市、音更町、士幌町、上士幌町、 

十勝バス株式会社、北海道拓殖バス株式会社、 

十勝総合振興局 

5.上士幌線（十勝バス） 

6.十勝川温泉線（十勝バス） 

7.音更線（十勝バス） 

12.上士幌線（北海道拓殖バス） 

13.音上線（北海道拓殖バス） 

※ぬかびら線（十勝バス） 

第
２
分
科
会 

帯広市、音更町、鹿追町、新得町、清水町、 

北海道拓殖バス株式会社、十勝総合振興局 

8.緑駒線（北海道拓殖バス） 

9.然別湖線（北海道拓殖バス） 

10.鹿追線（北海道拓殖バス） 

11.新帯線（北海道拓殖バス） 

14.雄飛が丘団地線（北海道拓殖バス）  

15.中鈴蘭循環線（北海道拓殖バス） 

18.JR 石勝線・根室本線 

19.JR 根室本線 

第
３
分
科
会 

帯広市、中札内村、更別村、幕別町、大樹町、

広尾町、十勝バス株式会社、十勝総合振興局 
4.広尾線（十勝バス） 

第
４
分
科
会 

帯広市、幕別町、池田町、豊頃町、 

本別町、足寄町、陸別町、浦幌町、 

十勝バス株式会社、十勝総合振興局 

2.帯広陸別線（十勝バス） 

3.南商あかしや線（十勝バス） 

17.幕別線（十勝バス） 

18.JR 石勝線・根室本線 

第
５
分
科
会 

帯広市、芽室町、十勝バス株式会社、 

清水町※オブザーバー、十勝総合振興局 

1.芽室線（十勝バス） 

18.JR 石勝線・根室本線 

※清水帯広線（十勝バス） 

そ
の
他 

北見市、訓子府町、置戸町、陸別町、 

北海道北見バス株式会社、 

オホーツク総合振興局 

16.陸別線（北海道北見バス） 

※ぬかびら線と清水帯広線は、地域間幹線系統及び広域生活交通路線に該当しないため本計画の対象路線ではありま

せんが、一体的な検討が望ましいと考えられることから、分科会の検討対象路線に位置づけています。 

 
 
 
 

 

3.2.3 施設の検討・推進体制 

▨ 当協議会では、十勝総合振興局管内を５つの地域に分け、各地域毎に分科会を設置し、各

分科会毎に、対象路線に係る施策の検討・推進を行っていきます。 

 

区分 構成市町村・団体 対象路線 

第
１
分
科
会 

帯広市、音更町、士幌町、上士幌町、 

十勝バス株式会社、北海道拓殖バス株式会社、 

十勝総合振興局 

5.上士幌線（十勝バス） 

6.十勝川温泉線（十勝バス） 

7.音更線（十勝バス） 

8.緑駒線（北海道拓殖バス） 

12.上士幌線（北海道拓殖バス） 

13.音上線（北海道拓殖バス） 

※ぬかびら線（十勝バス） 

第
２
分
科
会 

帯広市、音更町、鹿追町、新得町、清水町、 

北海道拓殖バス株式会社、十勝総合振興局 

10.鹿追線（北海道拓殖バス） 

14.雄飛が丘団地線（北海道拓殖バス）  

15.中鈴蘭循環線（北海道拓殖バス） 

18.JR 石勝線・根室本線 

19.JR 根室本線 

20.新鹿線（北海道拓殖バス） 

21.然別湖線（北海道拓殖バス） 

第
３
分
科
会 

帯広市、中札内村、更別村、幕別町、大樹町、

広尾町、十勝バス株式会社、十勝総合振興局 
4.広尾線（十勝バス） 

第
４
分
科
会 

帯広市、幕別町、池田町、豊頃町、 

本別町、足寄町、陸別町、浦幌町、 

十勝バス株式会社、十勝総合振興局 

2.帯広陸別線（十勝バス） 

3.南商あかしや線（十勝バス） 

17.幕別線（十勝バス） 

18.JR 石勝線・根室本線 

第
５
分
科
会 

帯広市、芽室町、十勝バス株式会社、 

清水町※オブザーバー、十勝総合振興局 

1.芽室線（十勝バス） 

18.JR 石勝線・根室本線 

※清水帯広線（十勝バス） 

そ
の
他 

北見市、訓子府町、置戸町、陸別町、 

北海道北見バス株式会社、 

オホーツク総合振興局 

16.陸別線（北海道北見バス） 

※ぬかびら線と清水帯広線は、地域間幹線系統、広域生活交通路線及び地域内フィーダー系統に該当しないため本計画

の対象路線ではありませんが、一体的な検討が望ましいと考えられることから、分科会の検討対象路線に位置づけていま

す。 

※令和 7（2025）年 10 月再編後の路線で記載 
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巻末資料 

１）北海道十勝地域公共交通計画推進協議会規約  

 

 

北海道十勝地域公共交通計画推進協議会規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、北海道十勝地域公共交通計画推進協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 59 号）第６条第１項の規定に基づき、

地域公共交通計画の作成及び実施に関する協議を行うために設置する。 

（事業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

(１) 地域公共交通計画の作成及び変更に関する協議 

(２) 地域公共交通計画の実施に関する協議 

(３) 地域公共交通計画に位置付けられた事業の実施 

(４) 前３号に掲げるもののほか、前条の目的を達成するために必要な事業 

（協議会の委員） 

第４条 協議会は、別表に掲げる委員をもって組織する。 

２ 委員の報酬及び費用弁償に関する事項は、会長が別に定める。 

（協議会の役員） 

第５条 協議会に、次に掲げる役員を置く。 

(１) 会長  １名 

(２) 副会長 １名 

(３) 監事  ２名 

２ 会長は、北海道十勝総合振興局地域創生部長をもって充てる。 

３ 副会長及び監事は、会長が指名する委員をもって充てる。 

４ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、会長の職務を代理する。 

６ 監事は、協議会の出納を監査し、その結果を会長に報告しなければならない。 

７ 会長、副会長及び監事は、相互に兼ねることができない。 

（総会） 

第６条 総会は、委員をもって構成する。 

２ 総会は、会長が招集する。 

３ 総会は、次に掲げる事項を協議し、議決する。 

(１) 協議会の規約の制定及び改廃に関する事項 

(２) 地域公共交通計画の作成及び実施に関する事項 

(３) 事業計画の決定及び事業報告の承認に関する事項 

(４) 予算の決定及び決算の承認に関する事項 

(５) 協議会の解散に関する事項 

(６) その他協議会の運営上必要と会長が認めた事項 

巻末資料 

１）北海道十勝地域公共交通計画推進協議会規約  

 

 

北海道十勝地域公共交通計画推進協議会規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、北海道十勝地域公共交通計画推進協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 59 号）第６条第１項の規定に基づき、

地域公共交通計画の作成及び実施に関する協議を行うために設置する。 

（事業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

(１) 地域公共交通計画の作成及び変更に関する協議 

(２) 地域公共交通計画の事業の実施に関する協議 

(３) 前 2 号に掲げるもののほか、前条の目的を達成するために必要な事業 

（協議会の委員） 

第４条 協議会は、別表に掲げる委員をもって組織する。 

２ 委員の報酬及び費用弁償に関する事項は、会長が別に定める。 

（協議会の役員） 

第５条 協議会に、次に掲げる役員を置く。 

(１) 会長  １名 

(２) 副会長 １名 

(３) 監事  ２名 

２ 会長は、北海道十勝総合振興局地域創生部長をもって充てる。 

３ 副会長及び監事は、会長が指名する委員をもって充てる。 

４ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、会長の職務を代理する。 

６ 監事は、協議会の出納を監査し、その結果を会長に報告しなければならない。 

７ 会長、副会長及び監事は、相互に兼ねることができない。 

（総会） 

第６条 総会は、委員をもって構成する。 

２ 総会は、会長が招集する。 

３ 総会は、次に掲げる事項を協議し、議決する。 

(１) 協議会の規約の制定及び改廃に関する事項 

(２) 地域公共交通計画の作成及び変更に関する事項 

(３) 事業の実施に関する事項 

(４) 予算の決定及び決算の承認に関する事項 

(５) 協議会の解散に関する事項 

(６) その他協議会の運営上必要と会長が認めた事項 
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４ 総会の議長は、会長がこれに当たり、会長が欠席した場合にあっては、副会長がこれに当たる。 

５ 会長は、総会の開催の日時、場所及び総会に付議すべき案件をあらかじめ委員に通知しなければならない。 

６ 総会は、委員の過半数の出席がなければ、開くことができない。 

７ 総会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。ただし、第３項第５号に掲げる

事項にあっては、委員の総数の４分の３以上で決するものとする。 

８ 委員は、やむを得ない理由により総会に出席することができないときは、あらかじめ通知された事項について、書面により議決権を

行使し、又は当該委員の所属する団体の職員を代理人として議決権を委任することができる。この場合において、当該委員は、総

会に出席したものとみなす。 

９ 総会は、原則として公開とする。ただし、総会において個人情報を取り扱う場合その他会議を公開することにより総会の運営に支

障が生ずると会長が認めるときは、全部又は一部を公開しないこととすることができる。 

10 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を総会に出席させ、意見を聴取することができる。 

11 第４項から前項までの規定にかかわらず、感染症のまん延を防止するため必要があるときその他やむを得ない事情により総会を招

集することができないと会長が認めるときは、第３項各号に掲げる事項について書面により委員の意見を徴する方法により総会を行

うことができる。この場合において、会長が指定する期日までに書面を提出した委員の２分の１（同項第５号に掲げる事項にあっ

ては、委員の総数の４分の３）以上が当該事項について同意したときは、当該同意をもって総会の議決があったものとみなす。 

12 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（幹事会） 

第７条 協議会の円滑な運営を図るため、協議会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、別表に掲げる幹事をもって組織する。 

３ 協議会の会務を整理するため、幹事会に幹事長を置き、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課長をもって充てる。 

４ 幹事会は、総会に提案する事項その他幹事長が必要と認めた事項を協議するものとする。 

５ 幹事長は、幹事会を招集する。 

６ 幹事長は、幹事会の開催の日時、場所及び幹事会で協議する事項をあらかじめ幹事に通知しなければならない。 

７ 幹事会の議事は、出席した幹事の過半数で決し、可否同数の場合は、幹事長の決するところによる。 

８ 幹事は、やむを得ない理由により幹事会に出席することができないときは、あらかじめ通知された事項について、書面により議決権

を行使し、又は当該幹事の所属する団体の職員を代理人として議決権を委任することができる。この場合において、当該幹事は、

幹事会に出席したものとみなす。 

９ 幹事長は、必要があると認めるときは、幹事以外の者を幹事会に出席させ、意見を聴取することができる。 

10 第５項から前項までの規定にかかわらず、感染症のまん延を防止するため必要があるときその他やむを得ない事情により幹事会を

招集することができないと幹事長が認めるときは、第４項に規定する事項について書面により幹事の意見を徴する方法により幹事会

を行うことができる。この場合において、幹事長が指定する期日までに書面を提出した幹事の２分の１以上が当該事項について同

意したときは、当該同意をもって幹事会の議決があったものとみなす。 

11 幹事長は、幹事会の議決があった事項を速やかに協議会に報告しなければならない。 

12 前各項に定めるもののほか、幹事会の運営に関し必要な事項は、幹事長が別に定める。 

（分科会） 

第８条 第３条各号に掲げる事業について専門的な調査又は検討を行うため、必要に応じて協議会に分科会を置くことができる。 

２ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、前２条の規定に準じて会長が別に定める。 

（協議結果の尊重義務） 

第９条 委員は、協議会において協議が調った事項については、その結果を尊重しなければならない。 

 
 
 
 
 
 

４ 総会の議長は、会長がこれに当たり、会長が欠席した場合にあっては、副会長がこれに当たる。 

５ 会長は、総会の開催の日時、場所及び総会に付議すべき案件をあらかじめ委員に通知しなければならない。 

６ 総会は、委員の過半数の出席がなければ、開くことができない。 

７ 総会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。ただし、第３項第５号に掲げる

事項にあっては、委員の総数の４分の３以上で決するものとする。 

８ 委員は、やむを得ない理由により総会に出席することができないときは、あらかじめ通知された事項について、書面により議決権を

行使し、又は当該委員の所属する団体の職員を代理人として議決権を委任することができる。この場合において、当該委員は、総

会に出席したものとみなす。 

９ 総会は、原則として公開とする。ただし、総会において個人情報を取り扱う場合その他会議を公開することにより総会の運営に支

障が生ずると会長が認めるときは、全部又は一部を公開しないこととすることができる。 

10 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を総会に出席させ、意見を聴取することができる。 

11 第４項から前項までの規定にかかわらず、感染症のまん延を防止するため必要があるときその他やむを得ない事情により総会を招

集することができないと会長が認めるときは、第３項各号に掲げる事項について書面により委員の意見を徴する方法により総会を行

うことができる。この場合において、会長が指定する期日までに書面を提出した委員の２分の１（同項第５号に掲げる事項にあっ

ては、委員の総数の４分の３）以上が当該事項について同意したときは、当該同意をもって総会の議決があったものとみなす。 

12 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（幹事会） 

第７条 協議会の円滑な運営を図るため、協議会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、別表に掲げる幹事をもって組織する。 

３ 協議会の会務を整理するため、幹事会に幹事長を置き、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課長をもって充てる。 

４ 幹事会は、総会に提案する事項その他幹事長が必要と認めた事項を協議するものとする。 

５ 幹事長は、幹事会を招集する。 

６ 幹事長は、幹事会の開催の日時、場所及び幹事会で協議する事項をあらかじめ幹事に通知しなければならない。 

７ 幹事会の議事は、出席した幹事の過半数で決し、可否同数の場合は、幹事長の決するところによる。 

８ 幹事は、やむを得ない理由により幹事会に出席することができないときは、あらかじめ通知された事項について、書面により議決権

を行使し、又は当該幹事の所属する団体の職員を代理人として議決権を委任することができる。この場合において、当該幹事は、

幹事会に出席したものとみなす。 

９ 幹事長は、必要があると認めるときは、幹事以外の者を幹事会に出席させ、意見を聴取することができる。 

10 第５項から前項までの規定にかかわらず、感染症のまん延を防止するため必要があるときその他やむを得ない事情により幹事会を

招集することができないと幹事長が認めるときは、第４項に規定する事項について書面により幹事の意見を徴する方法により幹事会

を行うことができる。この場合において、幹事長が指定する期日までに書面を提出した幹事の２分の１以上が当該事項について同

意したときは、当該同意をもって幹事会の議決があったものとみなす。 

11 幹事長は、幹事会の議決があった事項を速やかに協議会に報告しなければならない。 

12 前各項に定めるもののほか、幹事会の運営に関し必要な事項は、幹事長が別に定める。 

（分科会） 

第８条 第３条各号に掲げる事業について専門的な調査又は検討を行うため、必要に応じて協議会に分科会を置くことができる。 

２ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、前２条の規定に準じて会長が別に定める。 

（協議結果の尊重義務） 

第９条 委員は、協議会において協議が調った事項については、その結果を尊重しなければならない。 
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（守秘義務） 

第 10 条 委員並びに第６条第 10 項の規定により総会に出席した者、第７条に規定する幹事会に出席した者及び第８条に規定

する分科会に出席した者は、個人情報その他協議会の運営上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。 

（事務局） 

第 11 条 協議会の事務を処理するため、協議会に事務局を置く。 

２ 事務局は、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課に置く。 

３ 事務局には、事務局長、事務局次長その他必要な職員を置く。 

４ 事務局長は、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課長をもって充てる。 

５ 事務局は、次に掲げる業務を行う。 

(１) 総会等の運営に関する業務 

(２) 協議会の経費の執行及び管理に関する業務 

(３) 文書の収受、発送、編さん及び保存に関する業務 

(４) 前３号に掲げるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項に関する業務 

６ 前各項に定めるもののほか、事務局の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（財務） 

第 12 条 協議会の経費は、補助金、負担金、繰越金その他の収入をもって充てる。 

２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月 31 日までとする。 

３ 監事は、協議会の会計の監査を行ったときは、その結果を会長に報告しなければならない。 

４ 前３項に定めるもののほか、財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（協議会が解散した場合の措置） 

第 13 条 協議会が解散した場合には、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、会長であった者がこれを清算し、清算後は、そ

の結果を委員であった者に対し通知するものとする。 

２ 協議会が解散する際に有する残余財産の処分は、解散を議決した総会の時に議決を経て、その取扱いについて決定する。 

（剰余金等の処理） 

第 14 条 協議会は、決算において、剰余金が生じた場合には、総会の議決を経て、これを処理しなければならない。 

２ 協議会は、決算において、欠損金が生ずる見込みとなった場合には、総会の議決を経て、これを処理しなければならない。 

（事故の処理） 

第 15 条 協議会は、第３条各号に掲げる事業に起因する事故が生じたときは、総会の議決を経て、これを処理しなければならない。 

（委任） 

第 16 条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

この規約は、令和４年６月７日から施行する。 

 

附 則 

この規約は、令和５年６月 27 日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

（守秘義務） 

第 10 条 委員並びに第６条第 10 項の規定により総会に出席した者、第７条に規定する幹事会に出席した者及び第８条に規定

する分科会に出席した者は、個人情報その他協議会の運営上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。 

（事務局） 

第 11 条 協議会の事務を処理するため、協議会に事務局を置く。 

２ 事務局は、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課に置く。 

３ 事務局には、事務局長、事務局次長その他必要な職員を置く。 

４ 事務局長は、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課長をもって充てる。 

５ 事務局は、次に掲げる業務を行う。 

(１) 総会等の運営に関する業務 

(２) 協議会の経費の執行及び管理に関する業務 

(３) 文書の収受、発送、編さん及び保存に関する業務 

(４) 前３号に掲げるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項に関する業務 

６ 前各項に定めるもののほか、事務局の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（財務） 

第 12 条 協議会の経費は、補助金、負担金、繰越金その他の収入をもって充てる。 

２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月 31 日までとする。 

３ 監事は、協議会の会計の監査を行ったときは、その結果を会長に報告しなければならない。 

４ 前３項に定めるもののほか、財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（協議会が解散した場合の措置） 

第 13 条 協議会が解散した場合には、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、会長であった者がこれを清算し、清算後は、そ

の結果を委員であった者に対し通知するものとする。 

２ 協議会が解散する際に有する残余財産の処分は、解散を議決した総会の時に議決を経て、その取扱いについて決定する。 

（剰余金等の処理） 

第 14 条 協議会は、決算において、剰余金が生じた場合には、総会の議決を経て、これを処理しなければならない。 

２ 協議会は、決算において、欠損金が生ずる見込みとなった場合には、総会の議決を経て、これを処理しなければならない。 

（事故の処理） 

第 15 条 協議会は、第３条各号に掲げる事業に起因する事故が生じたときは、総会の議決を経て、これを処理しなければならない。 

（委任） 

第 16 条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

この規約は、令和４年６月７日から施行する。 

附 則 

この規約は、令和５年６月 27 日から施行する。 

     附 則 

この規約は、令和７年 4 月１日から施行する。 

     附 則 

この規約は、令和７年６月 日から施行する。  
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３）北海道十勝地域公共交通計画推進協議会 構成員（第 4 条、第 7 条関係）  

 

 

 

３）北海道十勝地域公共交通計画推進協議会 構成員（第 4 条、第 7 条関係）  

 

 

協議会 幹事会

地域創生部長 会長

地域創生部地域政策課長 ○ 幹事長

帯広市 都市環境部都市建築室都市政策課長 ○ ○

音更町 企画財政部企画課長 ○ ○

士幌町 地域戦略課長 ○ ○

上士幌町 企画財政課長 ○ ○

鹿追町 企画課長 ○ ○

新得町 地域戦略室長 ○ ○

清水町 企画課長 ○ ○

芽室町 政策推進課長 ○ ○

中札内村 総務課長 ○ ○

更別村 企画政策課長 ○ ○

大樹町 企画商工課長 ○ ○

広尾町 企画課長 ○ ○

幕別町 住民生活部防災環境課長 ○ ○

池田町 企画財政課長 ○ ○

本別町 企画財政課長 ○ ○

足寄町 総務課長 ○ ○

陸別町 総務課長 ○ ○

豊頃町 企画課長 ○ ○

浦幌町 まちづくり政策課長 ○ ○

十勝バス株式会社 事業本部長 ○ ○

北海道拓殖バス株式会社 業務部長 ○ ○

十勝地区バス協会 事務局 ○

十勝地区ハイヤー協会 専務理事 ○

北海道旅客鉄道株式会社釧路支社 次長（営業） ○

北海道開発局帯広開発建設部 道路計画課長 ○

北海道十勝総合振興局帯広建設管理部 事業室地域調整課長 ○

公安委員会
北海道釧路方面公安委員会

（北海道警察釧路方面本部）
交通課課長補佐（規制） ○

北海道運輸局 帯広運輸支局 首席運輸企画専門官 ○ ○

北海道開発局帯広開発建設部 地域振興対策室地域振興対策官 ○

北海道エアポート㈱帯広空港事業所 管理部長 ○

日本航空株式会社帯広支店 支店長 ○

株式会社ＡＩＲＤＯマーケティング本部営業部道東営業支店 支店長 ○

十勝観光連盟 事務局長 ○

帯広観光コンベンション協会 事務局長 ○

帯広商工会議所 産業振興部地域支援課長 ○

北海道十勝管内商工会連合会 事務局長 ○

十勝圏複合事務組合 事務局総務課長 ○

公共交通事業者等

道路管理者

その他

 【北海道十勝地域公共交通計画推進協議会　構成員】 

区分 組織名 職名等
構成員

地方公共団体

北海道十勝総合振興局

116 116 

地域振興対策室地域地域振興対策官 

現 行 改正案 

総務課長 

事業本部長 

協議会 幹事会

地域創生部長 会長

地域創生部地域政策課長 ○ 幹事長

帯広市 都市環境部都市建築室都市政策課長 ○ ○

音更町 企画財政部企画課長 ○ ○

士幌町 地域戦略課長 ○ ○

上士幌町 企画財政課長 ○ ○

鹿追町 企画課長 ○ ○

新得町 地域戦略室長 ○ ○

清水町 企画課長 ○ ○

芽室町 政策推進課長 ○ ○

中札内村 総務課長 ○ ○

更別村 企画政策課長 ○ ○

大樹町 企画商工課長 ○ ○

広尾町 企画課長 ○ ○

幕別町 住民生活部防災環境課長 ○ ○

池田町 企画財政課長 ○ ○

本別町 企画財政課長 ○ ○

足寄町 まちづくり推進課長 ○ ○

陸別町 総務課長 ○ ○

豊頃町 企画課長 ○ ○

浦幌町 まちづくり政策課長 ○ ○

十勝バス株式会社 運輸営業部長 ○ ○

北海道拓殖バス株式会社 業務部長 ○ ○

十勝地区バス協会 事務局 ○

十勝地区ハイヤー協会 専務理事 ○

北海道旅客鉄道株式会社釧路支社 次長（営業） ○

北海道開発局帯広開発建設部 道路計画課長 ○

北海道十勝総合振興局帯広建設管理部 事業室地域調整課長 ○

公安委員会
北海道釧路方面公安委員会

（北海道警察釧路方面本部）
交通課課長補佐（規制） ○

北海道運輸局 帯広運輸支局 首席運輸企画専門官 ○ ○

北海道開発局帯広開発建設部 地域連携課長 ○

北海道エアポート㈱帯広空港事業所 管理部長 ○

日本航空株式会社帯広支店 支店長 ○

株式会社ＡＩＲＤＯマーケティング本部営業部道東営業支店 支店長 ○

十勝観光連盟 事務局長 ○

帯広観光コンベンション協会 事務局長 ○

帯広商工会議所 産業振興部地域支援課長 ○

北海道十勝管内商工会連合会 事務局長 ○

十勝圏複合事務組合 事務局総務課長 ○

公共交通事業者等

道路管理者

その他

 【北海道十勝地域公共交通計画推進協議会　構成員】 

区分 組織名 職名等
構成員

地方公共団体

北海道十勝総合振興局


